
水
稲
の
収
穫
後
の

次
年
度
に
向
け
て
の

取
組
み

●
多
年
生
雑
草
の
防
除

防
除
の
ポ
イ
ン
ト

　
近
年
、
圃
場
に
多
発
し
て
い
る
多
年
生

雑
草
の
オ
モ
ダ
カ
、
ク
ロ
グ
ワ
イ
で
す
が
、

本
田
で
散
布
し
た
除
草
剤
の
効
果
が
薄
れ

る
頃
に
塊
茎
を
形
成
さ
せ
、
肥
大
さ
せ
翌

年
の
発
生
源
を
作
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の

よ
う
な
難
防
除
雑
草
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

本
田
で
効
果
の
あ
る
除
草
剤
の
散
布
に
加

え
、
翌
年
に
発
生
す
る
塊
茎
を
減
ら
す
対

策
を
し
ま
す
。

対
策
①「
秋
耕
し
」

　
塊
茎
は
乾
燥
や
寒
さ
に
弱
い
た
め
、
秋

耕
し
を
し
、
地
中
に
あ
っ
た
塊
茎
を
地
上

に
出
し
て
枯
ら
し
ま
す
。
完
全
に
無
く
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
翌
年
の
塊

茎
の
発
生
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
策
②「
刈
跡
除
草
剤
散
布
」

　
収
穫
後
、
茎
葉
か
ら
根
ま
で
の
浸
透
移

行
し
て
地
下
部
ま
で
枯
ら
す
こ
と
の
で
き

る
除
草
剤（
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
）の
散
布
を
し

ま
す
。
塊
茎
を
肥
大
さ
せ
ず
枯
ら
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
翌
年
の
発
生
量
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
土
壌
改
良
資
材
の
散
布

水
稲

湖
北
の
土
壌
は
、
水
稲
に
必
要
な

ケ
イ
酸
の
低
い
水
田
が
増
え
て
い

る
の
が
現
状

光
合
成
能
力

の
低
下
や

収
量
低
下

酸
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
カ
ド

ミ
ウ
ム
を
吸
収

し
や
す
く
な
る

カ
ド
ミ
ウ
ム
吸
収
抑
制
す
る
に
は
、

土
壌ｐ
Ｈ
6
．5
以
上
維
持
し
、
継

続
的
な
ア
ル
カ
リ
資
材
の
投
入
が

必
要

土壌中の pH が高いと水稲の Cd 吸収は抑制され、
pH6.5 以上ではほとんど吸収されない。

土壌改良資材の 効果
アルカリ補給効果 ＋ ＋リン酸補給効果 ケイ酸補給効果

分解促進

ｐＨの上昇

カドミウムの
吸収抑制効果

生育促進
窒素吸収量の促進

草型改善
根量確保

秋落ち軽減

硫化水素・有機酸の減少
による根活力向上

基準施用量
60kg～ 100kg ／ 10a

品質向上と 安定生産を 目指す！！

多年生雑草

オモダカ

クログワイ

受光態勢がよくなり、光合成が盛んになります。

倒伏軽減

ＪＡレーク伊吹の土つくり資材
田華の豊稲の粒剤（左）と砂状（右）

除草剤ラウンドアップの水稲刈跡散布のポイント

土壌pH

茎
葉
部
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
濃
度（ppm

）

20

15

10

5

0
5.0	 5.5	 6.0	 6.5	 7.0	 7.5

営農情報
えいのうじょうほう
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